
１
． 
開
催
概
要 

5

月
19

日
（
土
）
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ツ
ア
ー
企

画
開
発
の
一
環
と
し
て
「
朝
来
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
の
全
面

協
力
の
下
、
旧
朝
来
町
内
の
小
学
生
12

名
（
市
立
中
川

小
・
山
口
小
の
5

・
6

年
生
）
に
よ
る
岩
塊
流
観
察

と
段
ヶ
峰
山
系
尾
根
歩
き
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

お
世
話
に
な
っ
た
「
朝
来
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
と
は
、
登
山

や
川
遊
び
な
ど
の
自
然
体
験
を
通
じ
て
異
世
代
間
の
交

流
を
は
か
り
子
供
の
創
造
力
や
規
律
礼
儀
を
養
う
事
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
毎
年
但
馬
の
様
々
な

山
に
登
る
な
ど
熱
心
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
団
体
の
協
力
を
得
て
、
氷
河
期
の
名
残
で
あ
る
岩
塊

流
や
く
じ
ら
石
を
観
察
し
た
あ
と
名
峰
段
ヶ
峰
を
経
て

生
野
高
原
ま
で
の
約
9.5

㎞
を
尾
根
伝
い
に
縦
走
す
る
と

い
う
計
画
を
立
て
実
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

企
画
を
通
じ
て
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
に
郷
土
の
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
や
尊
さ
、
そ
し
て
団
体
行
動
に
お
け
る
規

律
の
大
切
さ
や
厳
し
さ
、
や
り
と
げ
た
と
言
う
達
成
感
や

喜
び
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
事
が
今
回
こ
の
企
画
を
計

画
し
た
意
義
で
も
あ
り
ま
す
。
当
協
会
と
わ
ん
ぱ
く
教
室
、

設
立
さ
れ
た
趣
旨
こ
そ
違
え
子
供
た
ち
へ
の
思
い
を 

一
つ
に
実
行
さ
れ
た
こ
の
企
画
の
持
つ
意
味
は
大
き
い

と
い
え
ま
す
。 

 

２
． 

行
程 

8

時
00

分
、
朝
来
公
民
館
前
に
集
合
し
、
開
校
式
・ 

 
 

日
程
説
明
・
諸
注
意
な
ど
を
聞
い
た
後
、

見
送
り
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
別
れ 

8

時
30

分 

出
発
。
朝
来
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗

車
し
登
山
口
を
目
指
す
。 

9

時
35

分
、
段
ヶ
峰
杉
山
登
山
口
到
着
。 

9

時
50

分
、
登
山
ス
タ
ー
ト
。 

9

時
52

分
、 

岩
塊
流
・
く
じ
ら
石
到
着
。
当
協
会
「
松

本
」
が
説
明
。
太
古
の
自
然
が
作
り
だ

し
た
造
形
に
驚
き
と
感
動
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。 

10

時
35

分
、
山
上
庭
園
到
着
。 

10

時
50

分
、
奥
段
ヶ
峰
着
。 

10

時
55

分
、 
杉
山
に
到
着
。
記
念
撮
影 

途
中
ス
ギ

と
シ
カ
害
の
話
を
聞
く
。 

11

時
50

分
、 

段
ヶ
峰
到
着
。
昼
食
・
休
憩
・
記
念
撮

影
と
雄
大
な
山
頂
か
ら
の
風
景
を
楽

し
み
つ
つ
し
ば
し
の
休
息
。 

12

時
25

分
、
生
野
高
原
を
目
指
し
出
発
。 

13

時
10

分
、 

フ
ト
ウ
ガ
峰
到
着
。
山
頂
に
は
珍
し
く

な
だ
ら
か
で
独
特
の
風
景
に
感
動
を

覚
え
る
。 

14

時
00

分
、 

最
低
コ
ル
。
こ
の
頃
よ
り
先
頭
～
後
尾

に
か
け
距
離
が
発
生
す
る
。 

15

時
00

分
、 

達
磨
ヶ
峰
到
着
。
い
よ
い
よ
長
く
、
急

な
下
り
坂
に
さ
し
か
か
る
。
転
倒
に
気

を
付
け
下
山
開
始 

15

時
35

分
、 

生
野
高
原
到
着
。
登
山
終
了 

全
員
無

事
に
下
山
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
乾
杯
。

 

15

時
45

分
、 

記
念
撮
影
・
閉
会
式
・
反
省
会
。 

15

時
55

分
、 

解
散
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
車 

朝
来

公
民
館
へ
向
け
出
発
。 

 

朝

8

時
よ
り

6

時
間

20

分
に
も
わ
た
る
登
山
と

尾
根
歩
き
は
誰
一
人
怪
我
を
す
る
者
も
途
中
で
リ
タ
イ

ア
す
る
者
も
無
く
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

３
． 

総
評
（
今
回
の
ツ
ア
ー
に
お
け
る
反
省
と
課
題
）

 

今
回
の
ツ
ア
ー
は
当
協
会
と
朝
来
わ
ん
ぱ
く
教
室
と

い
う
二
つ
の
異
な
る
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
と
独

自
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
そ
れ
ら
を
上
手
く
融
合
し
た

こ
と
が
今
回
の
ツ
ア
ー
を
成
功
に
導
い
た
要
因
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
あ
え
て
記
す
と
す
れ
ば
治
山
林
道
協
会
は

森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
様
々
な
山

や
登
山
ル
ー
ト
の
詳
細
な
デ
ー
タ
ー
を
。
わ
ん
ぱ
く
教
室

は
長
年
多
く
の
児
童
と
接
し
様
々
な
行
事
を
安
全
に
実

行
し
た
経
験
と
指
導
力
を
。
こ
の
よ
う
に
異
な
る
団
体
と

の
協
力
や
共
同
開
催
は
今
後
の
ツ
ア
ー
を
考
え
る
上
で

の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
知
識
と
経
験
は
専
門
性
と
独
自
性

を
活
か
す
為
に
は
絶
対
必
要
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
反
面
、
視
野
を
狭
く
し
閉
鎖
的
な
考
え
方
を
生
む
元

に
も
な
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
今
回
の
こ
の
共
同
企
画

を
実
行
し
成
功
さ
せ
た
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
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朝
来
わ
ん
ぱ
く
教
室
共
同
企
画 

岩
塊
流
観
察
と
段
ヶ
峰
山
系
尾
根
歩
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